
大
鳥
居
塗
り
替
え
へ
の
ご
奉
賛
の
お
願
い 

お
の
こ
ろ
島
神
社
は
、
古
代
の
御
原
入
り
江
の
中
に
あ
っ
て
、
伊
弊
諾
・
伊

弉
冉
命
の
国
生
み
の
聖
地
と
伝
え
ら
れ
る
丘
に
あ
り
、
古
く
か
ら
お
の
こ
ろ
島

と
親
し
ま
れ
、
皆
様
の
崇
敬
の
誠
心
に
よ
っ
て
今
日
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。 

昭
和
五
十
七
年
三
月
、
国
生
み
発
祥
の
地
を
顕
彰
す
べ
く
大
鳥
居
が
健
立
さ

れ
ま
し
た
。
大
鳥
居
の
高
さ
は
二
十
一
．
七
ｍ
、
柱
間
口
十
二
．
六
ｍ
で
、
京

都
の
平
安
神
宮
、
安
芸
の
宮
島
と
並
ん
で
日
本
三
大
鳥
居
の
一
つ
に
数
え
ら
れ

て
い
ま
す
。 

こ
の
大
鳥
居
の
塗
り
替
え
工
事
が
健
立
後
十
五
年
目
の
平
成
九
年
、
三
十
年

目
の
平
成
二
十
四
年
に
施
工
さ
れ
ま
し
た
。
次
回
は
建
立
後
四
十
年
目
の
令
和

四
年
に
塗
替
え
工
事
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。 

わ
た
し
た
ち
は
、
今
日
あ
る
こ
と
を
先
人
に
感
謝
し
、
明
日
の
心
の
糧
と
し

て
、
こ
の
貴
重
な
文
化
遺
産
を
よ
り
よ
き
か
た
ち
で
次
の
世
代
に
引
き
継
い
で

い
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。 

な
に
と
ぞ
、
皆
様
の
あ
た
た
か
い
ご
奉
賛
を
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 ◆
 

ご
奉
賛 

 

一
，
０
０
０
円
以
上 

社
務
所
で
受
付
し
て
い
ま
す 

（
一
万
円
以
上
の
方
は
、
ご
芳
名
額
に
登
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
） 

 

〒
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五
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‐
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四
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兵
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県
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榎
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お
の
こ
ろ
島
神
社
社
務
所
内 

電
話 

〇
七
九
九
‐
四
二
‐
五
三
二
〇 

お
の
こ
ろ
島
神
社
保
存
整
備
事
業
推
進
委
員
会 

大
鳥
居
塗
り
替
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へ
の
ご
奉
賛
申
込
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